
令和４年７月発行

宮古市少年センター

【大会趣旨】 毎年７月・８月に行う「青少年の非行・被害防止県民運動」の一環として、県内各地で

青少年育成に取り組む方々が一堂に会し、取り組みへの決意を新たにするとともに、青

少年への理解をさらに深め、非行・被害防止活動を推進する。
【大会内容】

1．講演「コロナ禍における青少年との向き合い方について」

　　　　　　　　　　　講師：岩手大学人文社会科学部教授　奥野 雅子 氏

2．意見発表 ・令和3年度（第23回）わたしの主張岩手県大会優秀賞

「光」 岩手県立花巻南高等学校1年　留場 優那 さん

3．作文発表 ・第71回 "社会を明るくする運動″作文コンテスト

　　社会を明るくする運動　岩手県推進委員会委員長賞

「地域とのつながりを大切に」　滝沢市立滝澤第二中学校2年　玉井 瞭平 さん

　新型コロナウイルス感染拡大による、

県民へのリスクを抑えるため、各市町村

最大5名までの参加となっていた。

宮古市少年センターから、西村少年委員、

久保田少年委員、鳥居少年委員、佐藤専

　 任少年委員の４名が、参加した。

※大会の様子を「県民大会特設ホームページ」に掲載していますので、ぜひご覧ください。

　掲載期間7/15(金)～8/31(水)　　URL：https://www.aiina.jp/site/seishounen/6631.html

この運動は、内閣府主唱の「青少年の非行・被害防止全国協調月間」に呼応し、地域の子どもたちの

安全を守り、健やかに成長できるよう環境を整えるための取り組みです。

宮古市少年センターでは、朝の「おはようございます」から始まり、「こんにちは」「お帰りなさい」

「こんばんは」など、日常生活の中で意識的に子どもたちに声かけをしています。

コロナ禍の中ではありますが、飛沫防止を念頭に置いて対策をとりながら、皆さまも積極的に地域の

子どもたちに声をかけましょう。
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宮古市少年センターだより

針 路

「地域の子どもを育てる愛の一声運動」実施中（7月・8月）

子ども達や近所の方々と気軽に声を交わしましょう！

令和4年度「青少年を非行・被害から守る県民大会」

・令和4年7月13日（水） ・いわて県民情報センター7階 小田島組☆ほ～る



『非行少年を生まない社会づくりの推進について』警察庁 〘内閣府HPコラムより抜粋〙

　少年非行の情勢は、刑法犯少年の検挙人員が減少傾向にあるものの、人口比では成人の５倍以上

であり、また、社会の耳目を集める重大凶悪な事件も発生するなど、予断を許さない状況です。

　また、最近の少年非行の背景には、少年自身の規範意識の低下やコミュニケーション能力の不足、

少年の規範意識の醸成を担ってきた家庭や地域社会の教育機能の低下、少年がともすれば自分の居

場所を見いだせず、孤立し、あるいは疎外感を抱いているという現状等が指摘されており、次代を

担う少年の健全な育成を図るためには、こうした問題の解決に社会全体で取り組む必要があります。

　そこで警察では、次に掲げる取組により、問題を抱えた個々の少年に対し積極的に手を差し伸べ、

地域社会との絆(きずな)の強化を図る中でその立ち直りを支援し、また、少年を厳しくも温かい目

で見守る社会気運を醸成するなど、非行少年を生まない社会づくりを推進しています。

(詳細は、https://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h23honpenhtml/html/honpen/clm03.html)

地域社会の絆の強化

7月・８月は「青少年の非行・被害防止県民運動」月間です！

巡回日誌より

5月11日（水）３班

（市民交流ｾﾝﾀｰ→宮古駅前→末広

町商店街→新川町ゲームセンター

→大通り商店街→宮古駅）

市民交流センターでは、生徒2名、

一般4名が読書をしたり、スマホ

を見たりしていた。商店街は生徒

の姿は殆ど見られなかった。ゲー

ムセンターには3名の一般客のみ

だった。

5月２５日（水）７班

（津軽石駐在所→公園→津軽石駅

→稲荷ヶ下→前田→津軽石駐在

所）

この日は危機管理課の津波浸水想

定説明会があり、その帰りと思わ

れる多くの住民とあいさつを交わ

した。この地区の危機意識の高さ

を改めて理解した。街頭補導活動

のPRもしながら巡回した。

6月３日（金）１班

（宮古駅→末広町→新川町→大通り→

宮古駅）

大雨注意報が出ていたが、雨がやんで

いたので巡回した。新川町のゲームセ

ンターには、客もなく静まり返ってい

た。巡回後半、雨が降ってきたので、

足早に駅へと向かい早々に巡回を切り

上げた。

6月21日（火）９班

（市役所→しおかぜ公園→うみどり公

園→宮古駅前→八幡公園→市役所）

しおかぜ公園には中学生が6名ほど自

転車で訪れ、釣りを楽しんでいた。

うみどり公園には、女子中学生が2名、

親子連れ一組、小学生4名が遊んでい

た。駅前には高校生が数名乗車待ちを

していた。八幡公園は無人で、目だっ

たごみ等もなかった。

少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動

困っていないか？

支援を必要としていないか？

少年や家庭のSOSを待つのではなく、

積極的に手を差し伸べ支援

待ち受け型から出前型に！

連絡・訪問 等

支援活動の例
➤相談支援

➤学習支援

➤居場所づくり活動

➤就業体験

➤就労支援 等

少年を見守る社会気運の醸成

少年の見守り

規範意識の向上

職場体験等を通じた

大人とのふれあい

地域警察官に

よる声かけ

低年齢少年及び保護者に

対する非行防止教室等

万引き等防止の

ための

官民連携した対策

犯罪被害者の声を

聞く機会の確保

【問題を抱え社会的に孤立しているおそれのある少年】

・非行を何度も繰り返し、最近（概ね1年以内）も検挙された少年

・重大な非行等により保護処分を終えた少年 等から選定

相談受理体制の拡充

警察からの

非行情勢等の情報発信

ボランティア等による

通学時の声かけ・

あいさつ運動


